
IDC Japan株式会社　ITスペンディング／ ITサービス／ソフト
ウェア&セキュリティ／コミュニケーションズ  グループディ
レクター。国内ITベンダーでソフトウェア開発、米国ビジネ
スの立ち上げ、業務提携などを担当したのち、現職に。国内
IT投資動向の四半期分析、産業別企業規模別の分析及び予測
に携わる

和田英穂（わだ・ひでお）

計画フェーズと設計フェーズに多くの課題を感じていることが分かる。
開発フェーズ以降の課題も、上流工程に起因する問題点が多い

これまで圧倒的に多かったウォーターフォール
開発が約半分で、広義のアジャイル型開発をす
べて合わせるとウォ－ターフォール開発と同じ
くらい使われているという結果になった

※スクラム、XP、その他アジャイル開発を含む
※現在の業務「プロジェクト、もしくは開発に現在参加して
いない」の回答者を除く

開
発
現
場
を
救
う
鍵
は

上
流
工
程
の
課
題
解
消

反
復
型
か
ら
ス
ク
ラ
ム
開
発
な
ど

再
熱
す
る〝
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
〞開
発 

反
復
型
か
ら
ス
ク
ラ
ム
開
発
な
ど

再
熱
す
る〝
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
〞開
発 

Ｉ
Ｄ
Ｃ
の
調
査
に
見
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
実
態
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出典：IDC Japan, 2009年9月「2009年 国内ソフトウェア開発市場の実態調査：
産業別開発者人口とプロジェクトの現実、開発ツールの利用動向」（J9670601） 

出典は参考データ①と同様

顧客の理解が不完全なまま計画する

はじめから無謀とわかっている業務の請負

全体ソフトアーキテクチャ設計がないまま計画

要求仕様書に不備が多い

顧客のスキル不足で必要な要件定義の抽出が不可

頻繁な仕様変更

メンバーのスキルが足りない

メンバーの人数が足りない

検証人員の不足

納入先からの機能の追加／変更要求が頻繁

現在参画プロジェクトで、１サイクルの中で問題点としてよく感じるもの（複数回答 3つまで）
回答の多かった上位10項目をソフトウェア開発の流れ（フェーズ）の順に並び変えた

現在プロジェクトで使用している
開発手法（単一回答）

【参考データ②】

【参考データ①】

ウォーターフォール
開発
47.7％

反復型開発／
プロトタイピング

30.1％

アジャイル開発
16.2％※

その他
6.0％

が
生
じ
て
い
る
の
で
は
」
と

和
田
氏
は
分
析
す
る
。
調
査

か
ら
は
、
最
終
的
な
形
を
決

め
た
上
で
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
段
階
的
か
つ
直
線
的
に
進

め
て
い
く
と
い
う
、
従
来
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
の

開
発
手
法
だ
け
で
は
限
界
に

来
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。

　
開
発
手
法
と
い
う
面
で
は
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開
発

以
外
に
も
、
反
復
型
開
発
／

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
や
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
な
ど
広
い
意
味
で
の
〝
ア

ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
〟
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の

調
査
で
確
認
さ
れ
た
。（※

参

考
デ
ー
タ
②
）
今
後
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
開
発
現
場
の
課
題

解
決
の
方
向
性
を
考
え
る
意

味
で
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　「
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

使
用
し
て
い
る
開
発
手
法
」

（
参
考
デ
ー
タ
②
）で
は
、「
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開
発
」

が
47
・
７
％
と
最
も
多
い
が
、

「
反
復
型
／
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ

ン
グ
」
が
30
・
１
％
、
ス
ク

ラ
ム
、
Ｘ
Ｐ
、
そ
の
他
ア
ジ

ャ
イ
ル
開
発
を
含
む
「
ア
ジ

ャ
イ
ル
型
開
発
」
が
16
・
２

％
と
な
り
、
ま
た
、
別
設
問

の
「
開
発
経
験
の
あ
る
開
発

手
法
」（
複
数
回
答
）
で
も
、

ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
手
法
を

す
べ
て
合
わ
せ
る
と
半
分
近

く
を
占
め
た
。和
田
氏
は「
歴

史
的
に
見
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ォ
ー
ル
型
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
ア
ジ
ャ

イ
ル
型
の
開
発
手
法
が
急
速

に
増
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
」
と
指
摘
す
る
。

　
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
は
、

設
計
か
ら
、
開
発
、
検
証
の

開
発
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
開
発
手

法
で
あ
り
、
動
く
も
の
を
作

り
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
特
徴
だ
。
そ
の
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
和
田
氏
は

「
お
客
様
が
動
く
も
の
を
試

せ
る
の
で
、
要
求
を
す
り
合

わ
せ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
開
発
者
も
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
盛
り
込
み
や
す
く
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
開
発
に

取
り
組
め
る
」
と
語
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
や

ツ
ー
ル
充
実
で
再
注
目

　
し
か
し
、
以
前
も
ア
ジ
ャ

イ
ル
開
発
は
注
目
さ
れ
な
が

ら
、
普
及
し
な
か
っ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
和
田
氏
は
「
こ
こ
一

〇
年
の
間
に
時
代
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
急
速
に
変
わ
り
、

ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
を
支
え

る
ツ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
充
実
し
て
き
た
。
特
に
経

験
値
の
蓄
積
や
ス
キ
ル
の
向

上
が
大
き
い
」
と
指
摘
す
る
。

　
顧
客
と
の
擦
り
合
わ
せ
が

不
十
分
な
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

要
求
仕
様
の
不
備
や
仕
様
変

更
、
機
能
追
加
に
苦
し
む
開

発
現
場
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ャ

イ
ル
型
開
発
は
ひ
と
つ
の
課

題
解
決
の
方
法
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
改
め
て
ア

ジ
ャ
イ
ル
型
開
発
に
注
目
す

べ
き
時
期
が
来
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
高
橋

秀
典
、
写
真
＝
更
科
智
子
）

し
い
指
摘
も
あ
る
。

　
工
程
別
に
み
る
と
、
さ
ら

に
課
題
が
明
ら
か
に
な
る
。

計
画
フ
ェ
ー
ズ
で
は
「
顧
客

の
理
解
が
不
完
全
な
ま
ま
計

画
す
る
」、
設
計
フ
ェ
ー
ズ

で
は
「
要
求
仕
様
書
に
不
備

が
多
い
」、
開
発
フ
ェ
ー
ズ

で
は
「
頻
繁
な
仕
様
変
更
」

が
問
題
点
の
ト
ッ
プ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の

が
、
顧
客
と
の
十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て
い

る
と
い
う
現
実
だ
。「
運
用

フ
ェ
ー
ズ
の
〝
納
入
先
か
ら

の
機
能
の
追
加
／
変
更
要
求

が
頻
繁
に
あ
る
〟
と
い
う
声

も
課
題
は
同
じ
で
、
要
求
仕

様
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
起
き
て
い
る
は
ず
」
と

和
田
氏
は
指
摘
す
る
。

　
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル

き
い
」
と
分
析
す
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
環

境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

開
発
現
場
の
課
題
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
問
題
点

の
多
く
は
企
画
や
設
計
と
い

っ
た
上
流
工
程
に
原
因
が
あ

る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

（※

参
考
デ
ー
タ
①
）

　｢

現
在
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
一
サ
イ
ク
ル
の
中
の

問
題
点
と
し
て
よ
く
感
じ
る

も
の
」
と
い
う
問
い
に
対
し

開
発
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ

ェ
ー
ズ
で
完
結
す
る
の
が
前

提
。
そ
れ
が
不
完
全
な
ま
ま

進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
大
幅
な
手
戻
り

て
、
三
人
に
ひ
と
り
が
「
要

求
仕
様
に
不
備
が
多
い
」
を

挙
げ
て
い
る
。「
は
じ
め
か

ら
無
謀
と
分
か
っ
て
い
る
業

務
の
請
負
」
と
い
っ
た
手
厳

よ
う
に
、「
六
か
月
以
上
一

年
未
満
」
が
22
・
３
％
と
最

も
多
く
、「
三
か
月
以
上
六

カ
月
未
満
」
と
「
一
か
月
以

上
三
カ
月
未
満
」
を
合
わ
せ

る
と
一
年
未
満
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
約
半
数
を
占
め
る
。

和
田
氏
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
対
象
範
囲
が
Ｗ
ｅ
ｂ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

な
ど
に
広
が
っ
た
こ
と
も
大

傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
な
っ
た
が
、
今
回

の
調
査
は
、
そ
れ
を
裏
付
け

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

し
て
も
、
世
相
を
反
映
し
た

傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
ひ
と

つ
は
ト
ー
タ
ル
な
開
発
期
間

だ
。「
印
象
と
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
短
期
化
し
て
い

る
」
と
和
田
氏
が
指
摘
す
る

が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
若
い
人

が
入
っ
て
き
て
い
な
い
こ
と

は
問
題
。
業
界
全
体
で
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
」

と
指
摘
す
る
。

　
年
収
と
い
う
面
か
ら
も
、

特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
性
質
上
Ｉ
Ｔ
の

重
要
度
が
高
く
、
Ｉ
Ｔ
投
資

に
積
極
的
な
金
融
・
保
険
業

界
で
は
「
一
〇
〇
〇
万
円
か

ら
一
五
〇
〇
万
円
未
満
」
が

16
％
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
の
他
の
業
種
で
は

「
三
〇
〇
万
円
か
ら
五
〇
〇

万
円
未
満
」
が
最
も
多
く
、

年
収
七
〇
〇
万
円
未
満
の
開

発
者
が
全
体
の
72
％
を
占
め

て
い
る
。
近
年
で
は
〝
３
Ｋ

職
場
〟
と
し
て
敬
遠
さ
れ
る

　
今
回
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

国
内
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

者
は
約
八
七
万
人
。
産
業
別

構
成
比
で
見
る
と
、
全
体
の

半
分
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
情

報
処
理
・
通
信
業
界
で
、
次

い
で
電
気
・
電
子
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
通
信
機
器
・
機
械
・

機
械
部
品
・
精
密
機
器
業
界

と
な
っ
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
開
発
者

の
年
齢
構
成
だ
。
35
歳
以
上

の
開
発
者
が
全
体
の
71
・
９

％
を
占
め
、
35
歳
か
ら
45
歳

が
中
核
に
な
っ
て
い
る
。
以

前
は
〝
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

者
35
年
定
年
説
〟
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
実
際
に
は
若
年

層
が
少
な
い
と
い
う
傾
向
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

和
田
氏
は
「
集
中
力
や
体
力

　
Ｉ
Ｔ
専
門
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｃ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
、
国
内
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
市
場
の
実
態
を
調
査
し
た
。
こ
の
分
野
で

の
定
量
的
調
査
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
の
現
場
で
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
課
題
解
決
の
方

法
は
あ
る
の
か
。
調
査
を
担
当
し
た
同
社
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
和
田
英
穂
氏
に
話
を
聞
い
た
。

IBM Rational Team Concert　  http://www.ibm.com/software/jp/rational/rtc

号外
2010年 春号

￥0で理想的なチーム開発環境を！

10ユーザーまで無償でご提供中！
ソースコード管理、ワークアイテム管理、ビルド管理が
オールインワン！

詳細／ダウンロードは今すぐこちら ibm.com/rtcp/

Rational Team Concert Express-C
チ ー ム ・ コ ン サ ー ト

1 Topニュース&解説：ソフトウェア開発の今！

今号の紙面

2 特集：アジャイル開発に効く「チーム・コンサート」
3 情報コラム：導入事例、製品紹介、書籍レビュー
4 話題：IBMエバンジェリスト玉川氏インタビュー

1

ビジネスを進化させる IT 情報紙ソフトウェア開発も！



包括的なコラボレーティブ･インフラストラクチャー

Rational チーム・コンサート - メンバー管理

- 自動データ収集＆レポート作成

ワークの登録、アサイン
トラッキング

設計、実装、テスト

①ワークアイテム
を登録。

②アサイン
見積り▼

▼

▼

▼ ▼ ▼

③開発＆テスト。
実績値を入力。

④コンパイルし、
ビルドを作成

利害関係者

ビルド

リーダー 開発者 ビルド担当者

計画管理 ワークアイテム管理 ソース管理 リリース管理

反復
反復

反復

Rational チーム・コンサート エディション比較

RTCコラボレーション概念図

RTC 最新 Information

日本 IBM日本 IBMソースコード・ワークアイテム・ビルド管理がオールインワンソースコード・ワークアイテム・ビルド管理がオールインワン

Rational  Team   Concert（チーム・コンサート）
RTC Express-C ￥0キャンペーン実施中

技術的な質問も投稿できる。

小規模チームのス
タートアップ用とし
てデザインされてい
る。10ユーザー（開
発者数）は無償

サーバー当たりの
最大の開発者数
コントリビュータ
ー数
サポートされる
データベース

高可用性（High 
Availability）

サポートされる
アプリケーショ
ン・サーバー
プロセス・テンプレ
ート、Subｖersion
ブリッジ統合、マル
チ・プロジェクト・ダ
ッシュボード、など
拡張レポートとカス
タマイズ、ワークア
イテムのワークフロ
ー・カスタマイズ、
CC/CQ コネクター
とブリッジ、など

概要

エディション
／主な機能 Express-C Express Standard Enterprise

10

Tomcat（同梱） Tomcat（同梱）, WebSphere

50

無制限

Derby（同梱）, DB2, Oracle, SQL Server

250 無制限

中規模チーム向
けにデザインされ
ている

企業レベル向け
にデザインされて
いる

エンタープライズ
レベル向けにデザ
インされている

　R
ational

チ
ー
ム
・
コ
ン

サ
ー
ト
（
以
下
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
）
は
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
運
営
す
る
Ｊ
ａ
ｚ

ｚ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
誕
生

し
た
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

ベ
ー
ス
に
し
た
最
初
の
製
品

だ
。
そ
の
入
門
版
で
あ
る

R
T

C
 Express-C

エ
デ
ィ
シ

ョ
ン
（
以
下
、R

T
C

 E
xpre 

ss-C

）
が
、
無
料
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　R
T

C
 E

xpress-C

は
、
他

の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
同
じ

よ
う
に
料
金
を
必
要
と
せ
ず

フ
リ
ー
で
使
う
こ
と
が
で
き

る
。
開
発
者
が
利
用
で
き
る

の
は
一
〇
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
だ

が
、
閲
覧
の
み
で
あ
れ
ば
ユ

　
今
の
開
発
現
場
に
不
足
し
て
い
る
の
が
、
上
流
工
程
で
の
情
報
共
有
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

〝
見
え
る
化
〟
と
言
わ
れ
る
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
のR

ational

チ
ー
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
可
視
化
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
プ
ロ
セ
ス
の
適
度
な
自

動
化
を
実
現
す
る
チ
ー
ム
開
発
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
管
理
、
ワ
ー
ク

ア
イ
テ
ム
管
理
、
ビ
ル
ド
管
理
が
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
行
え
る
の
が
特
徴
だ
。
こ
の
度
、
一

〇
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
利
用
で
き
るR

TC
 Express-C

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
規
模
チ
ー
ム
で
試
し
て
み
る
に
は
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

ー
ザ
ー
数
に
制
限
は
な
い
。

開
発
者
が
一
〇
名
以
内
で
あ

れ
ば
、
何
の
ス
ト
レ
ス
も
な

く
使
用
で
き
る
。

　
入
手
方
法
は
簡
単
だ
。

jazz-jp.net

に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
氏
名
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
入
力
し
て
、
無
料
の
会

員
に
な
る
だ
け
。
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
ペ
ー
ジ
か
ら
す
ぐ
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

こ
と
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
手
に

入
れ
る
こ
と
も
可
能
だ
。
面

倒
な
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
す
ぐ
に
利

用
を
開
始
で
き
る
。

　
製
品
概
要
や
イ
ン
ス
ト
ー

ル
の
手
順
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

方
法
に
関
し
て
は
、
同
じ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る「IB

M
 R

ational T
eam

 

C
oncert

ク
イ
ッ
ク
・
ス
タ

ー
ト
・
ガ
イ
ド
」
で
一
通
り

解
説
さ
れ
て
い
る
。

　R
T

C
 E

xpress-C

は
、
Ｒ

Ｔ
Ｃ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中

で
、
小
規
模
向
け
の
エ
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
。
チ
ー
ム
開
発
に
必
須

で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
管
理
、
特
定
の
作

業
タ
ス
ク
に
つ
い
て
話
し
合

う
ワ
ー
ク
ア
イ
テ
ム
管
理
、

自
動
化
さ
れ
効
率
的
な
ビ
ル

ト
・
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
の
ビ

ル
ド
管
理
の
機
能
を
統
合
し

て
い
る
。

　R
T

C
 E

xpress-C

に
は
、

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
機
能
が
備

え
ら
れ
、
週
単
位
で
は
な
く

日
単
位
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

状
況
を
可
視
化
で
き
る
。
一

〇
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
利
用
で
き

る
の
で
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
の
入
門
用

と
し
て
導
入
す
る
の
に
最
適

だ
が
、
短
期
反
復
型
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
対
応
し
て
い

る
の
で
、
ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開

発
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
開
発

全
体
の
生
産
性
が
ど
う
向
上

す
る
か
確
認
す
る
の
に
も
活

用
で
き
る
（
ス
ク
ラ
ム
・
プ

ロ
セ
ス
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

同
梱
）。

　R
T

C
 Express-C

は
、
無

料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
た
め
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
日
本
の
ユ
ー
ザ

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

jazz-jp.net

を
通
し
て
、
必

要
な
情
報
を
入
手
で
き
、
技

術
的
な
質
問
を
投
稿
で
き
る
。

ま
ずjazz-jp. net

に
無
料

会
員
登
録
し
て
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

　「
ム
リ
・
ム
ダ
の
削
減
」

　
Ｒ
Ｔ
Ｃ
の
魅
力
と
は

　
Ｒ
Ｔ
Ｃ
は
、「
ム
リ
・
ム

ダ
の
削
減
」「
ジ
ャ
ス
ト
イ

ン
タ
イ
ム
」「
自
動
化
」
に

よ
っ
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ

た
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
や
リ
ー

ン
生
産
方
式
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
に
適
用
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
た
製
品
だ
。
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
サ
ー
バ
ー

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
機
能
、
承
認

機
能
付
き
）

・
プ
ロ
セ
ス
・
テ
ン
プ
レ
ー

ト・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

と
状
態
管
理

・Subversion

ブ
リ
ッ
ジ
統

合・
マ
ル
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

・
マ
ル
チ
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
・

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
の
権

限
付
与

・
ワ
ー
ク
ア
イ
テ
ム
属
性
と

画
面
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

・
ロ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
権
限
付

与

を
ベ
ー
ス
に
、
ワ
ー
ク
ア
イ

テ
ム
管
理
、
ビ
ル
ド
管
理
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
構
成
管
理

（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
）の
機
能
を
統
合
し
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
か
ら

デ
リ
バ
リ
ー
ま
で
の
一
連
の

プ
ロ
セ
ス
を
簡
素
化
し
、
自

動
化
す
る
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｃ
で
は
次
の
よ
う
な

機
能
が
共
通
で
提
供
さ
れ
て

い
る
。

・
ア
ジ
ャ
イ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
日
次
、
反
復
、
リ
リ

ー
ス
）

・
Ｓ
Ｃ
Ｍ
ス
ト
リ
ー
ム
と
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

・
ビ
ル
ド
（
継
続
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
付
き
）

・
ワ
ー
ク
ア
イ
テ
ム
（
デ
ィ

　
Ｒ
Ｔ
Ｃ
が
支
援
す
る
ポ
イ

ン
ト
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
を
共

有
し
て
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

促
す
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

日
々
の
業
務
を
見
え
る
化
す

る
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し

て
手
作
業
を
削
減
す
る
プ
ロ

セ
ス
の
自
動
化
だ
。
Ｒ
Ｔ
Ｃ

が
こ
れ
ら
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
チ
ー
ム
は
自
律
的
か
つ

コ
ラ
ボ
レ
ー
テ
ィ
ブ
に
開
発

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
開
発
者
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

ー
ド
の
情
報
を
見
る
こ
と
で
、

今
自
分
が
ど
こ
に
い
て
、
何

の
た
め
の
開
発
を
し
て
い
る

か
を
、
常
に
正
確
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の

担
当
業
務
が
遅
れ
た
場
合
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
ど
ん

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
予
測

で
き
、
他
の
開
発
担
当
者
の

進
捗
状
況
も
把
握
で
き
る
。

儀
式
的
な
作
業
は
な
く
な
り
、

必
要
な
情
報
も
す
ぐ
に
探
し

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
短
期
反
復
型
の
開
発
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
常
に

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
動
か
し
な

が
ら
、
改
善
を
加
え
て
い
け

る
よ
う
に
な
る
。
新
し
い
ア

イ
デ
ア
を
反
映
し
や
す
く
な

り
、
開
発
者
の
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
向
上
し
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
各
メ
ン
バ
ー
の

進
捗
状
況
が
自
動
的
に
収
集

さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
も

大
き
い
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
メ
ン
バ
ー
か
ら

進
捗
情
報
を
聞
き
出
す
作
業

が
な
く
な
り
、
変
更
要
求
が

あ
っ
た
際
に
も
、
メ
ン
バ
ー

の
作
業
の
負
荷
状
況
を
確
認

し
て
、
対
応
で
き
る
か
ど
う

か
迅
速
に
判
断
で
き
る
。
短

期
反
復
型
の
開
発
ス
タ
イ
ル

を
取
り
入
れ
て
い
れ
ば
、
開

発
の
優
先
順
位
を
変
更
す
る

こ
と
で
、
柔
軟
に
変
化
に
対

応
す
る
こ
と
も
容
易
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状

況
の
報
告
書
の
作
成
に
あ
た

っ
て
も
強
力
な
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
機
能
を
活
用
で
き
る
な

ど
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
に
よ
っ
て
手
作

業
で
行
っ
て
い
た
仕
事
が
効

率
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
よ
り
本
質
的
な
業
務
に
注

力
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
は
初
め
か

ら
全
体
最
適
を
考
慮
し
て

設
計
さ
れ
て
い
る
点
も
、
見

逃
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
だ
。
バ

ー
ジ
ョ
ン
管
理
の
Ｃ
Ｖ
Ｓ
、

Subversion

、
ビ
ル
ド
管
理

のC
ruiseC

ontrol

、M
aven

な
ど
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
個

別
に
利
用
し
て
い
る
場
合
に

は
、
ツ
ー
ル
間
で
の
情
報
の

受
け
渡
し
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
際
の
不
都
合
な
ど
、

保
守
・
運
用
に
手
間
が
か
か

る
が
、
統
合
さ
れ
た
チ
ー
ム

開
発
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
る
Ｒ
Ｔ
Ｃ
で
は
、
保

守
・
運
用
に
手
間
が
か
か
ら

ず
、
機
能
の
追
加
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
。

　
Ｒ
Ｔ
Ｃ
に
は
、
一
〇
ユ
ー

ザ
ー
ま
で
無
料
の
小
規
模

向
け
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る

R
T

C
 E

xpress-C

の
他
に
、

五
〇
ユ
ー
ザ
ー
ま
で
の
中
規

模
チ
ー
ム
向
け
の

R
T

C
 Ex 

press

、
二
五
〇
ユ
ー
ザ
ー
ま

で
利
用
で
き
る
大
規
模
向
け

のR
T

C
 Standard

、
そ
し
て

ユ
ー
ザ
ー
数
無
制
限
のR

T
C

 

E
nterprise

の
四
つ
の
エ
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
違
い
は
、

基
本
的
に
は
利
用
可
能
な
ユ

ー
ザ
ー
数
の
違
い
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

利
用
シ
ー
ン
を
想
定
し
た
機

能
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、R

T
C

 S
tandard

以

上
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活

用
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
数
や
チ
ー
ム
数
、
人
数

の
制
限
な
し
で
、
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
が
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ワ

ー
ク
ア
イ
テ
ム
の
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
機
能

な
ど
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
自
社
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
最
適
な
エ
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
選
択
で
き
る
こ
と

も
、
Ｒ
Ｔ
Ｃ
の
特
徴
の
ひ
と

つ
だ
ろ
う
。
内
容
を
検
討
し

て
、
自
社
に
あ
っ
た
選
択
を

し
て
欲
し
い
。（
高
橋
秀
典
）

　
名
ま
で
無
料
で
使
え
る

チ
ー
ム
開
発
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

10

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、見
え
る
化
、

プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
を
支
援

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、見
え
る
化
、

プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
を
支
援

短
期
反
復
型
開
発
に
も
対
応

開発者のためにRTCの最新の技術情報を提供するRTC 
Japan Wikiの新編集長にRationalテクニカル・セールス
の梅田えりな氏が着任にした。「社内で省略して“RTC”と
言っていたのですが、“Rationalチーム・コンサート”と
言うように呼びかけています。分かりやすさや親しみや
すさを訴えていきたい」と梅田氏。現在RTC  Japan  Wiki
には、「RTC って何？」というコンテンツを初め、RTCの
機能や使い方を解説するコンテンツが掲載されているが、
「詳細な技術情報の部分を整理して、これから使う人や、
使う人の視点でわかりやすい内容や構成にしていきたい」
と意欲を語る。Twitterによる情報発信も始めたというから、
今後が楽しみだ。（twitter.com/erina_umeda）

事務局ブログやRTCに関するニュース、本家のjazz.netのコンテンツの日本語訳な
どを見ることができる。さらにRTCの詳細な技術内容や使い方について、質問や情
報交換するためのフォーラムも用意されているので、RTCユーザーにとっては強い
味方になる。是非、Jazz-jp.netを賢く利用して欲しい。（ jazz-jp.net/）

メンバー間のコラボレーションを高め、
チームの生産性開発を向上させる技術基
盤「Jazz」。RTCはJazzベース上で開発さ
れた最初の製品である。このJazzについ
ての情報を発信しているのが、Jazz日本
ユーザー・コミュニティが運営する
「Jazz-jp.net」だ。ここでRTC Express-C
を無料でダウンロードできるだけでなく、
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